
山陰・島根ジオパーク構想 2012年秋学習会
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日時：１２月８日（土）　13:30-16:30

場所：浜田市黒川町4175　石央文化ホール　小ホール

申込不要，参加無料　どなたでもお気軽にご参加下さい

共催：島根大学総合理工学研究科地球資源環境学領域，島根県地学会，
　　　中国地質調査業協会島根県支部
後援：浜田市教育委員会，隠岐ジオパーク推進協議会，島根県立三瓶自然館，
　　　山陰中央新報社，（財）宍道湖西岸森と自然財団　来待ストーン，
　　　（財）奥出雲多根自然博物館
問合せ： Tel. 0852-32-6463, hayashi@riko.shimane-u.ac.jp
　　　（島根大学総合理工学研究科　林　広樹）

島根県地学会顧問　桑田龍三先生受賞記念講演

石見畳ヶ浦と黄長石霞石玄武岩の研究の源

ジオパークとその最近の動向　　高須　晃（島根大学教授）

益田地域の遺跡・地質遺産の魅力

　　　　　　　　　　　　　　　石賀裕明（島根大学教授）

世界ジオパークをめざして！

～隠岐におけるジオパークの活用事例～
　　　　　　　　　野辺一寛（隠岐ジオパーク推進協議会）

石見畳ヶ浦や黄長石霞石玄武岩など，浜田市にはまさに
オンリー・ワンの「地質遺産」があります。こうした
浜田市の地学の魅力について研究に取り組んでこられた
桑田龍三先生が，このたび山陰中央新報社地域開発賞文
化賞を受賞されました。
先生のご受賞を記念し，ふるさとの地学の魅力について
考える学習会を企画しました。


